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ロータリー創設者のポ

ール・ハリスが亡くな

ると、多くの人びとか

ら国際ロータリーに寄

付が寄せられました。

この寄付はその後のロ

ータリー財団の発展の

ために役立てられまし

た。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

日  時：平成29年3月15日（水）  

会  場：例会場   

司  会 :ＳＡＡ             山口委員 

開会点鐘                  小川副会長 

斉  唱：ロータリーソング「奉仕の理想」 

お客様の紹介                        小川副会長 

石川 礼央様 地区R財団副委員長・補助金委員長 

会長挨拶                    小川副会長 

 本日、内山会長は所要のため代理で務めさせていた

だきます。 

幹事報告                    喜連(元)幹事 

●ロータリー平和フェローシップセミナー 

 日時 4月26日（水）15時 

 場所 ICU 東ヶ崎記念ハウス 

 出席 伊藤達弥フェローシップ委員 

●青少年交換来日生ホストクラブ・ホストファミリー

会議 

 日時 4月16日（日） 

 場所 国立オリンピック記念青少年総合ｾﾝﾀｰ 

 出席 17-18年度 小澤会長・寺澤幹事・ 

    川向会員 

●地区オリンピック・パラピンピック委員会より 

 東京オリンピック・パラリンピック マラソンコー

ス（往路）歩こう会 

主催 東京日本橋ロータリークラブ 

名称 ロータリー財団創立100周年記念チャリティー 

日時 4月15（土） 

第1集合場所 9時 東京都体育館前広場 

第2集合場所 12時30分 増上寺前公園内 

第3集合場所 13時30分 銀座2丁目松屋デパート前 

 

 

 

 

＊事前登録が必要ですので事務所へ問い合わせをして

ください。 

ニコニコＢＯＸ         関(俊)親睦活動委員 

●小川副会長 ロータリー財団副委員長（補助金委員

長）の石川様にはお忙しい中、卓話にお越し頂きまし

てありがとうございます。よろしくご指導下さいます

ようお願い申し上げます。 

●喜連元昭幹事 ロータリー財団委員会よりお越し

の石川礼央様のご来訪を心より歓迎致します。 

●津戸会員 今日の例会、私の不手際により 30 分遅

れの開会となりましたことをお詫びします。R 財団の

石川様のご来訪ありがとうございます。 

●山口会員 確定申告業務のため欠席が続きました。

今日から出席できます。 

●山崎会員 お忙しい所、本日の卓話にお越しいただ

いた石川様ありがとうございます。 

ニコニコBOX合計13,000 累計1,331,000円 

出席報告         喜連(紘)出席奨励委員 

   ３月１５日 在籍４８名中 出席３４名   

  前々回(3月1日) の出席率  91.11％     

閉会点鐘                   小川副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ会長テーマ  

行動しよう・前進しよう！ 

W e e k l y  R e p o r t 
2016-17 年度 第 26 号  

第2314回例会 3月 水と衛生月間 
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講師紹介            山崎プログラム委員長 

 石川さんはR財団の副委員長で補助金委員長もされて

います。所属は東京品川RCです。本日は卓話をよろしく

お願いいたします。 

はじめに    R財団副委員長・補助金委員長 石川礼央 

 R財団6年目になります。今年からは、補助金委員会で

は、地区補助金とかグローバル補助金の配分等の実務を

やっております。今年はR財団100周年を迎え、もう少

し知っていただこうと卓話をさせていただきます。本来

なら委員長の髙橋茂樹がお話しをすることになっていた

のですが、インフルエンザのために代りに参りました。 

１９０５年 ロータリーが誕生 

１９１７年 

アーチ C. クランフ会長が「世界で良いことをするため」

に基金の設置を提案しました。それが、ロータリー財団 

の誕生です。ロータリーは、ロータリー財団を設立した

ことにより、ロータリーの新しい一歩を踏み出すととも

に、いろいろな可能性を実現する手段を手に入れること

ができました。 

ロータリー財団の標語 ： 

 『世界でよいことをしよう。（Doing good in the world）』 

最初の寄付（1917年）26ドル50セント 

1928年 最初に「アーチクランフ基金」と呼ばれていた

基金が、「ロータリー財団」と言う名称に変更され、国

際ロータリーから独立した別組織になりました。正式名

称は、「国際ロータリーのロータリー財団」と言います。 

国際ロータリーとロータリー財団の比較 

国際ロータリー（ＲＩ） 

＊イリノイ州の州法に 則り登記された非営利法人 

＊世界中のロータリアンからの人頭分担金で運営 

＊国際ロータリー理事会が運営 

ロータリー財団（ＴＲＦ） 

＊イリノイ州の州法に 則り登記された非営利法人 

＊世界中のロータリアンからの寄付金の運用益で運営 

＊ロータリー財団管理委員会が運営 

１９４７年 ロータリー財団最初のプログラム

「Fellowships for Advance Study（高等教育のためのフ

ェローシップ）」が始まりました。このプログラムは後

に「国際親善奨学金」として知られるようになりました。

現在は、「ＲＩ第２７５０地区ロータリー財団奨学金」

となっています。 

留学後のフォロー体制 2750地区 学友会  

奨学金が終了後、奨学生は学友会メンバーとなります。

ロータリーとのつながりをその後も保つために、学友会

に参加をお願いしています。他国で暮らし、学び、奉仕

した経験をもとに、帰国後もロータリーの理念を様々な

人に推奨することをお願いしています。 

 

Ｖ Ｔ Ｔ （職業研修チーム）カンボジア教師育成支援 

独裁によるカンボジアの悲劇から持続可能な教育の自

立に向けて カンボジアの小学校教員養成校に、日本の

ベテラン教師を派遣し、カンボジア人の教師とともに教

員の養成にあたります。また、日本人教師を派遣する教

員養成校に、圧倒的に不足している理科の実験用機材等

の必要な教育資材を寄贈します。 

１９８５年 全世界でポリオの撲滅をめざす「ポリオプ

ラス・プログラム」を設置しました。ポリオプラスの「プ

ラス」の意味は、最初はチフスや破傷風等の５つの伝染

病のことを際していましたが、その後、ポリオの研究に

よって得ることのできた多くの研究結果のことを指すよ

うになりました。 

ポリオとは？ 脊髄性小児麻痺のことで、ポリオウイル

スによって、人から人へ伝染する病です。ポリオウイル

スには、１、２、３型の３つのタイプがあります。もと

もとその国に存在するポリオウイルスを野生株、他の国

から運び込まれたウイルスを外来株と言います。2007年

の規定審議会で、ポリオ撲滅を国際ロータリーの最優先

の目標にすることが承認されました。 

＊野生ポリオ・ウイルスの世界的撲滅の証明を国際ロー

タリーの最優先事項とすること。 

＊野生ポリオ・ウイルスの撲滅の証明がなされるまで、

他のコーポレート・プロジェクトを採択しないこと。 

１９９９年 未来のリーダーや外交官を育成することを

目指し、ロータリーが、平和および紛争解決の分野にお

ける国際問題研究のためのロータリー・センターを設立

することが承認されました。2002年から奨学生の受け入

れが開始されました。 

２０１３年 「ロータリー財団の未来の夢計画」が開始

しました。世界中のロータリアンがグローバルなニーズ

に応えられるよう、新しい補助金モデル（地区補助金、

グローバル補助金）が導入されました。私たちのロータ

リー財団は、皆様から頂いた貴重なご寄付をいろいろな

プログラムやプロジェクトに使ってきました。 

２０１７年 ロータリーは、ロータリー財団を作ったこ

とにより、世界中で行なうプロジェクトを実現するため

の手段を手に入れることができました。2016-17年度は、

そのロータリー財団が１００周年を迎えます。私たちロ

ータリー財団委員会だけが、この100周年をお祝いする

のではなく、地区が、クラブが、そしてすべてのロータ

リアンが一緒になってお祝いをしていきたいと思います。 

寄付は立派な奉仕活動です 

「また寄付か。」「寄付は強制的に取るものじゃぁない

よ。」「ロータリーは寄付ばかりだなぁ。」と言った声

を耳にすることがあります。でも、ロータリーは皆様か

らの寄付を有効に使って、世界の平和を目指して、世界

中のロータリアンが立派な奉仕プロジェクトを行なって

います。私たちは、ロータリアンです。ロータリアンの

目指す心は一つです。寄付は世界の平和を目指している

ロータリアンとしてのあなたの心です。 

世界中のまだ手を差し伸べてあげなくてはならない多く

の人たちのために、皆様の温かいご支援を心よりお願い

申し上げます。 

ロータリー財団を詳しく知ろう!! 

地区R財団副委員長・補助金委員長

石川 礼央(のりひさ) 

 


